
                              

 
     

Press Release                                   2021年4月21日 

 株式会社丸亀製麺 
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株式会社丸亀製麺（本社：兵庫県神戸市、代表取締役社長：山口 寛）と株式会社TOKIO（本社：東京都港区、社長：城島 茂）

は、“日本を元気にしたい”という想いで共鳴し、「共創型パートナーシップ」を締結いたしました。それに伴い、本日 4 月 21 日

（水）に合同記者会見を実施いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「うどんで日本を元気にプロジェクト」について＞ 

丸亀製麺は、2000年11月に創業以来、すべての店で一軒、一軒、毎日粉からうどんを打ち、手づくり・できたての本格的な

うどんをお客さまにご提供してまいりました。今まで、手づくり・できたてのこだわりうどんをお店で召し上がるみなさまの笑顔に

たくさんの元気をいただいてきましたが、予想だにしなかった苦難により、みなさまの笑顔に直接お会いできる機会が少なくな

ってしまいました。だからこそ今、もう一度みなさまの笑顔にお会いすることで、私たち丸亀製麺も元気になるために、そして、

そのたくさんの笑顔を通して”日本を元気にする”という想いを込めて、2021年1月より「うどんで日本を元気にプロジェクト」を

始動いたしました。 

その第一弾企画として2021年2月より実施した、全国から“最高の食いっぷり”を発掘する「食いっプリ！グランプリ！」で

は、“日本を元気にしたい”という本企画の想いに共感いただき、全国の幅広い年代の方々から多くのご応募をいただきまし

た。最もおいしそうに食べる“最高の食いっぷり”を披露いただいたグランプリの方には、特典として5月中旬より放送予定の 

丸亀製麺新CMにご出演いただく予定です。 

今後は株式会社丸亀製麺と株式会社TOKIOに共通する“日本を元気にしたい”という想いと「手づくり・モノづくり」にこだわ

る姿勢や想いを一つにし、様々な取り組みを行って参ります。 

サイトURL：https://www.marugame-seimen.com/genki/ 

株式会社丸亀製麺と株式会社TOKIOが 
「共創型パートナーシップ」を締結 

「うどんで日本を元気にプロジェクト」合同記者会見を実施 
～“日本を元気にしたい”という強い想いと「手づくり・モノづくり」への姿勢が共鳴し、プロジェクトを推進～ 
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◆「うどんで日本を元気にプロジェクト」立ち上げの背景 

 （株式会社トリドールホールディングス 代表取締役社長兼CEO 粟田 貴也） 

外食産業は、新型コロナウイルスの感染拡大により、外食を控える傾向が強まったことや、店舗の休業や営業時間の短縮

が相次ぎ、多大な影響が出ております。そんな中、主力業態の丸亀製麺におきましては、感染防止策を第一に、「お持ち帰り」

の導入など収益の維持、拡大に向けた各種施策を積極的に実施して参りました。そのような新しい取り組みにおいても、お持

ち帰りだからといってクオリティに妥協は一切せず、丸亀製麺の本質ともいえる、手づくり・できたての「生きているうどん」のお

いしさを食べてもらう “体験”を大切にしています。 

一方、新型コロナ感染拡大という未曽有の事態は、必ずしもマイナスなことばかりではなく、改めて大切なことに気づかされ

るきっかけにもなりました。変化が必要な状況だからこそ、丸亀製麺のぶれない信念である「手づくり・できたて」の大切さや「う

どんを提供して、お客さまが笑顔になる」という日常の有り難さを痛感しました。そこで、これまでの当たり前への感謝と、たくさ

んの笑顔を通して日本を元気にするという想いを込めて、「うどんで日本を元気にプロジェクト」を立ち上げました。本プロジェク

トは共感いただける企業や団体、人と共に創り上げていく共創型のプロジェクトです。今回、“日本を元気にしたい”という強い

想いと「手づくり・モノづくり」への姿勢に共鳴し、株式会社 TOKIO と「共創型パートナーシップ」を締結することとなりました。全く

違う業界の企業同士が理念や想いで通じ合い、何を生み出していくのか、ぜひ期待してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「うどんで日本を元気にプロジェクト」の概要 

 （株式会社トリドールホールディングス 執行役員 兼 株式会社丸亀製麺 取締役 鳶本 真章） 

 「うどんで日本を元気にプロジェクト」では、大きく「生活者」・「生産者」・「地域社会」に元気を届けるために、様々な施策にチ

ャレンジしていきます。その第一弾企画として「食いっプリ！グランプリ！」 を2021年2月に実施し、 “日本を元気にしたい”とい

う本企画の想いに共感いただいた、全国の幅広い年代の方々からたくさんのご応募をいただきました。さらにプロダクト開発の

視点では、4 月 13 日（火）から全国の丸亀製麺でお持ち帰り限定の『丸亀うどん弁当』を販売いたしました。こちらの商品は、

“食事の場所”が気になる今、持ち運びのしやすいお弁当で、丸亀製麺の打ち立てのうどんを、誰でも、どこでも、おいしく食べ

られるようにという想いで開発いたしました。大変ご好評をいただいており発売から1週間で50万食を超え、多くの方からご支

持をいただいております。 

今後も、”うどんを通じて日本中を元気にしたい”という強い想いを念頭に置いて、株式会社 TOKIO のみなさまと様々なプロ

ジェクトを企画し、地域や社会、人々の笑顔のために、共創していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



                              

 
     

◆「共創型パートナーシップ」締結の背景と想い（株式会社TOKIO） 

城島 茂：「うどんで日本を元気にプロジェクト」は、今の大変な状況によって、日本中が何となく沈んだ気持ちになっている中、う

どんで日本を元気にし、みんなに笑顔を取り戻そうとする素晴らしいプロジェクトだと思い、今回の「共創型パートナーシップ」を

締結いたしました。また、今までのような契約形態とは異なり、株式会社TOKIOとして丸亀製麺さんと共にプロジェクトを創り上

げる「共創型パートナーシップ」という関わり方は非常に意味があり、私たちの企業テーマにもマッチするものだと感じておりま

す。 

 

国分 太一：これまで、僕たちは「汗をかいて。手を働かせて。思いを重ねて。」ということを大切にしてきました。「うどんで日本を

元気にプロジェクト」を共に創り上げていく上でも、思いを重ねていくことが重要だと思います。全力で意見を交わし、今回のプ

ロジェクトを進めることで、日本に元気を届けることができればと思っております。 

 

松岡 昌宏：すべての店舗で店内製麺をして、お客さまができたてのうどんを食べて元気になるという”ライブ感”と我々が様々

な方と触れ合う中で得た喜びやリスペクト、ノウハウを掛け合わせて、「うどんで日本を元気にプロジェクト」を共創していきたい

と考えております。 

 

◆「うどんで日本を元気にプロジェクト」 の今後の企画アイデア 

合同記者会見では、株式会社TOKIOの3名が「うどんで日本を元気にプロジェクト」で丸亀製麺とどんなことで日本を元気に

したいかという企画アイデアを発表いたしました。また、粟田と鳶本が発表されたアイデアについて感想を述べるなど、今後の

施策案についてディスカッションを行いました。 

 

城島 茂：「キッチンカー全国行脚」はどうでしょうか。丸亀製麺さんのキッチンカーで、丸亀製麺さんが小麦で使用されている北

海道をゴールとして目指す全国縦断リレーをしたいと思っています。全国各地を回りながら、その土地、土地で食材を集めて、

最終的に究極の一杯を作り出します。 

 

国分 太一：「うどん食育」をやりたいです。丸亀製麺さんのうどん作りと僕たちが得意としている野菜作りの知識やこだわりを活

かして、子どもたちや親御さんが参加できる楽しい企画ができればと思っています。その中で、普段何気なく食べている食事の

ありがたさを実感してもらう機会になれば良いなと思います。 

 

松岡 昌宏：「オリジナルトッピング開発」を提案します。その地域の名産品を使ったオリジナルトッピングを丸亀製麺さんと僕た

ちで開発し、「○○県スペシャルトッピング」として、その地域で提供するアイデアです。その地域の誇りである名産品を丸亀製

麺のこだわりのうどんにのせる というオリジナリティのあふれる一杯を作りたいと思います。 

 

粟田 貴也：普段お店にお越しいただくことが難しい方や未来を担うお子さまに、丸亀製麺の手づくりのうどんを通して、笑顔を

届けることができる素敵なアイデアばかりだと感じました。これから一緒に時を刻んでいきながら、しっかりと議論していければ

と思います。 

 

鳶本 真章：丸亀製麺はこれまで、地域の皆さまと笑顔の交流を通して、成長させていただきました。今回のアイデアも地域の

皆さまとより深く交流ができる素晴らしいアイデアだと感じました。今後も、何を取り組んでいくべきなのか、前向きに熱くディス

カッションできればと思います。 

  



                              

 
     

◆「うどんで日本を元気にプロジェクト」に込めた想い 

 

《本件に関するお問い合わせ先》 

うどんで日本を元気にプロジェクト 合同記者会見 ＰＲ事務局／担当：鈴木紫苑、四谷香帆 

鈴木携帯：080-9664-5081／四谷携帯：080-3622-2306  

TEL：03-6894-3650 FAX：03-6894-3235 E-MAIL：marugame-tokio@ssu.co.jp 


